

















品 懸 長 穂
理 子一、 、 , 博 士
第 579 7 可Eヨ
昭和 57 年 9 月 30 日
学位規則第 5 条第 2 項該当

























山県君の論文は， α 粒子の非弾性散乱による単極子巨大共鳴の励起を凶 Sm 及び捌Pb について系統
的に調べたものである。
単極子巨大共鳴を近接する 4 重極子巨大共鳴と分離して観測するためには，非常に前方の散乱角に




1) 144 Sm, 208 Pb ともに単極子巨大共f!鳥領域に和則の20% を費す 4 重極子巨大共鳴の成分が混在す
る。
2) 208Pd の 4 重極子巨大共鳴領域に l=4 の成分が存在する。
3 )実験的に得られた単極子巨大共鳴の遷移強度が，入射エネルギーが100 ~80MeV において，大
きく減少する。-方 4 重極子巨大共鳴については，入射エネルギーによらず遷移強度はほとんど一定
である。この事から従来考えられてきた単極子巨大共鳴の励起の機構は再検討されるべきことが指摘
されている。、
以上，山県君の本論文は，単極子及び 4 重極子巨大共q鳥の励起について，いくつかの重要な知見を
加えるものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるものである。
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